
2019 年 12月 4日 同志社校友会大阪支部 クリスマス会  

 

＜ご挨拶＞ 

支部長  久保行央 

 

クリスマス会の開催にあたり、八田総長・理事長・松岡学長・井上校友会会長を

はじめ、学校関連、並びに校友会本部、各支部諸団体のご代表にもご出席いただ

き、誠にありがとうございました。 

 

そしてお集まりいただきましたおよそ 350 名の校友の皆さま、ありがとうござい

ました。 

 

私たち校友会大阪支部では、大阪を中心に全国で活躍する校友の皆様と共に夏の

支部総会と冬のクリスマス会の年 2 回の大きなイベントを通して交流を深めてい

ます。 

 

今回はジャズの本場アメリカで現在最も活躍する日本人ジャズシンガーのひとり

である深尾多恵子さん（VOCAL）、音色の美しさとリズムで圧倒する田中裕士さん

（PIANO）、在学中よりプロとして活躍された神田芳郎さん（BASS）をお迎えし、

同志社出身者による華やかで感性に響くジャズセッションを大いに楽しみました。

恒例となったワイルドローバーズさんによる名曲をカバーしたコーラスや全員で

会場全体に輪となり肩を組んで合唱したカレッジソングと同志社チアーも、きっ

と楽しいクリスマスの思い出の１ページになったことと思います。 

 

また、今年も多くの新しい校友に参加いただいたことで新たな絆が結ばれていき

ました。大阪支部クリスマス会は校友が主役です。当会で校友相互の新しい出会

いが生まれ、この絆がより強固になっていくことが同志社校友の強いネットワー

ク作りの基礎になり、一層の発展につながるものと思います。今年 7 月の支部長

就任にあたり策定した大阪支部スローガンは、新島襄 良心碑にもある通り、そう

した校友一人ひとりが一国の良心となって輝けることを願い、目指したい活動の

方向性をお示しいたしました。 

 

 



今後とも支部活動にご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

来る年が同志社と皆様にとって素晴らしい年でありますことを祈念しております。 

ありがとうございました。 


